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肱川水系の魚類121  河口感潮域の魚類

先の報文 (辻,1991)で は,肱川水系に生息する魚類

のうち,1988Tか ら1991年11月までの間に採集または確

認した30種の淡水魚を紹介した。本報では,これにその

後の調査 (1992年3月～1993年3月 )で 採集した魚種を

合わせた中から,河 口感潮域で記録された魚類について

報告する。

調査地および調査方法

採集は,河 口部の長浜大橋と新長浜大橋の間 (図の①),

河日から約 2 km上流の砂質干潟 (図の②)お よび河口か

ら約 5 km上流の下流域 (図の③)の 3か 所で実施した

(図)。なお,感 潮域の最上流地点の確認はできていない

が,少 なくとも大潮の干潮時に河口から約5 km上流 (図

の③)ま で水位が下がるのを確認した。

採集には網目約4 mmの自作の手網と網目約8 mmの投網

を使用した。採集した魚類はただちに冷凍保存じ,解 凍

後にカラー写真を撮影し,10%ホ ルマリン水溶液で固定

した。

種の同定よび学名は川那部 ・水野 (1989)および益田

ほか編 (1984)に従った。

図 肱川河口感潮域

①河口部 ②河口から2 kmの干潟 ③河口から5 kmの地点

結果および考察

本調査により, 9科 16種の魚類を採集した。以下に採

集した魚類を種ごとに紹介する。

1  コノシロ κOれosjras p“れcιαι
“
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体長123mm(写真個体,以下同様)。内湾性の魚で,背

幸 ―
※

びれの最後の軟条が長く伸びるのが特徴である。河口部

の新長浜大橋の下 (図の①)で 投網によって若魚を採集

した。

2  サヨリ ″メЮ′んαれρん
“
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体長205mm。下顎が長く伸びた特徴的な口を持つ魚で,

日本各地の沿岸で普通に見られる。河口部 (図の①)で

投網によって成魚を採集した。

3  オヾラ ル勉.・J′ceρんα′
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体長46mm。内湾や河口域に生息する魚で,春から夏に

かけて多数の稚魚や若魚が河口域に群れをなして泳ぎ回

る。河口部から下流淡水域まで広い範囲で若魚から成魚

までを観察または採集した。

4 セスジボラ LJzα の算れjs

体長175mm。ボラによく似ているが,本 種の頭部背面

にははっきりした隆起縁があることで区別できる。生息

域はボラと同様である。下流域 (図の③)で 投網によっ

て若魚を採集した。

5 ギンガメアジ Cαrαれχ sax/ascjαι
“
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体長52mm。成魚は全長70cmに成長する海水魚であるが,

若魚が河口域に侵入してくる。河日干潟 (図の②)で 投

網によって若魚を採集した。

6  クロ
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体長50mm。内湾や河口に多く生息しており,釣 りの対

象魚として有名である。感潮域では若魚がよく見られる。

河口千潟 (図の②)で 投網によって成魚と若魚を採集

した。

7 ヒメハゼ FαυοれなοbねSgソれ配
“
cんοれ

体長42mm。河日干潟の砂質底に周年生息する小型のハ

ゼで,産卵期には雄の第 1背びれが長く伸びる。干潮時

の河口干潟 (図の②)で 手網によって若魚から成魚まで

を多数採集した。

8  キセルハゼ Cたα
“
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体長30mm。河口千潟の砂泥底に周年生息する小型のハ

ゼで,県内では筆者が岩松川河口で採集している (辻 :

1986)。瀬戸内海からは広島湾での採集の記録があるが

(稲葉 :1988),一般的には希な種と考えられる。1993年

3月に干潮時の河口干潟 (図の②)で 手網によって成魚

を2尾採集した。

9  チチブ 7rttοれιなar οbSCaras

体長41mm。水野 (1987)の報告ではチチプは1種とし

て特に区別されていない。チチブ類には鹿児島県以南に

分布するナガノゴリと, しばしば同一水系に生息し互い

によく似ているチチプとヌマチチプの3種がある (明仁 :

辻

大和橋      )田 淵川

※ 愛媛県立八幡浜高等学校
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1987)。チチプの胸びれの基部は一様に白色ないし黄色

であるが,ヌ マチチブ r ただ。j″αο braυJspJれjsで

はその中に不規則な橙色線があることなどで両種を区別

できる。肱川水系では現在まで中流 ・下流の淡水域でヌ

マチチプが採集され (辻 11991,P.8の写真12),河日干

潟 (図の②)で 本種が採集された。

10 アカオビシマハゼ 7′‐jαοれιむοr ιrむοれ。ο

"ん

α
`“
S

体長40mm。シマハゼ類は海岸のタイドロープや河口域

に生息し,縦縞がはっきり現われれば簡単に同定できる

魚である。従来,シ マハゼは1種として特に区別されて

いなかったが,明 仁 ・坂本 (1989)により,シ モフリシ

マハゼとアカオビシマハゼの2種 に分けられた。河口感

潮域にはシモフリシマハゼ 7.″ たSCJαι
“
Sも 生息し

ていることが多いが,現在まで河日干潟 (図の②)で 採

集したシマハゼは,尻 びれの基部近くに橙色線が入るこ

と,頬部に大きな自点があって頭部下面にはないことな

どの特徴から本種であると判断した。

11 アシシロハゼ Acαれιんοgοわれs ZαcιわaS

体長45mm。河口感潮域に周年生息する小型のハゼで,

マハゼに似ているが,あ まり大きくならないこと,成 熟

すると体側に横縞が出ること,若 魚の第 1背鰭に黒班が

ないことなどで区別できる。干潮時の河口干潟 (図の②)

で手網によって多数採集した。

12 ミミズハゼ L“cじοgοbtts gttιαι
“
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体長57mm。体をくねらせて素早く砂や石の下へ潜り込

む小型のハゼで,一見ミミズのように見える。海岸や河

口感潮域の淡水がしみだすような場所の石の下や砂の中

に生息している。河口千潟と下流域 (図の②,③ )の 砂

の中から採集した。

13 シロウオ Lθ
“
cορSαrjOれροιarsJ

体長40mm。本種は体が半透明の小型のハゼで,春 に産

卵のために川の下流域へ遡上してくる。県内では岩松川

て多く漁獲され,生 きたまま食べる踊り食いがよく知ら

れている。1992年4月 2日 に下流域 (図の③)で 死後間

もない個体を 1尾採集した。

14 ハオコゼ 〃勢Юayιas r“brゎれれJs

体長52mm。沿岸浅海性の小型の海水魚で,背鰭棘に毒

があり,刺 されると非常に痛い。河口部 (図の①)で 投

網によって多数採集した。

15 アイナメ ″の
“
grαれれos OιαたjJ

体長35mm。沿岸の岩礁域に生息する。成魚は30cmに達

し,側線が4本あることで近縁のクジメと区別できる。

河口部 (図の①)で 手網によって若魚を 1尾採集した。

16 クサフグ rαた教ィ
“
れわたοbιοS

体長60mm。内湾性の小型のフグで,河口感潮域によく

侵入してくる。河口部と河日干潟 (図の①～②)で 多数

採集し,下流域 (図の③)で も目視観察した。

表 1 肱川河口感潮域の魚類

(○―水野 (1987),●―今回の記録 :海―海水魚 遇―

遇来性淡水魚,汽 ―汽水性淡水魚,遡 ―遡河回遊魚)

科 名 記 録  分類

ニシン科

サヨリ科

ボラ科

スズキ科

キス科

アジ科

シマイサキ科

タイ科
ハゼ科

イソギンポ科
ハオコゼ科

アイナメ科

コチ科

ヒラメ科

フグ科

コノシロ

サヨリ

ボラ

メナダ

セスジボラ

スズキ

シロギス

ギ ンガメアジ

シマイサキ

クロダイ

ヒメハゼ

チチプ *

アカオ ビシマハゼ *

ビリンゴ

キセルハゼ

マハゼ

アシシロハゼ

ヒモハゼ

ミミズハゼ

シロウオ

イダテンギ ンポ

ハオコゼ

アイナメ

コチ

ヒラメ

クサフグ

遇

海

遇

遇

遇

遇

海

遇

遇

遇

汽

汽

汽

汽

汽

汽

汽

汽

汽

遡

海

海

海

遇

海

遇
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20種 16種

*水野 (1987)ではそれぞれ区別せずチチブ,シマハゼ

となっている。

表 2 生活環による淡水魚のグループ分け(後藤 :1987)

純淡水魚{[][多|]1lil所|′キfil:
―――一――ウナギ,ヤマノカミなど

[|]li;::ilii場|:
一――……… アユ,ヨシノボリなど

周縁性淡水魚{糧糞桂1炎奈》I:|し予,Iキl;Iチ|[[
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肱川水系の魚類については,水野 (1987)の 調査によ

りこれまでに55種が確認されている。その中で肱川河口

の感潮域からは20種が記録されている。今回の調査では

そのうちの10種を確認し,新 たに6種 (サヨリ,ギ ンガ

メアジ,キ セルハゼ, ミミズハゼ, シロウオ,ア イナメ)

を採集した。この結果,肱 川河口感潮域から記録された

魚類は全部で15科26種となった (表 1)。

後藤 (1987)は ,淡水魚についてその生活環によるグ

ループ分けをおこなっている (表2)。 これに基づき肱

川河口感潮域で採集されたこれら26種 の魚類について,

グループ分けを試みると表 1の ようになる。

シロウオは生活環の大部分を海水域で過ごし,産 卵期

だけ淡水域に遡上する遡河回遊魚のグループに属し,孵

化後直ちに海へ下るI型 に含まれる。それ以外の種は,

海水魚が河口で採集されたと考えられる6種 (ハオコ七

アイナメなど)を 除くと,本 来は海水魚であるが生活環

の一部または大部分の時期に河口の汽水域 (感潮域)や

淡水域を利用する周縁性淡水魚のグループに属する。周

縁性淡水魚はさらに遇来性淡水魚と汽水性淡水魚に分け

られ,一 時的に淡水域に侵入する遇来性洗水魚にはボラ,

スズキ, クロダイなどの10種が,生活環のほとんどを汽

水域 (感潮域)で 過ごす汽水性淡水魚にはハゼ科のチチ

プ,マ ハゼ,ア シシロハゼなどの9種 が当てはまる。

本報告をまとめるにあたり,愛 媛県中予水産試験場の

清水孝昭氏に同定の協力や貴重な助言をいただいたこと

に謝意を表します。
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写真 2 サヨリ '92.8.21.(205mlll)

写真3 ポラ '92.8.21.(46nlln)

写真 1 コノシロ '92.8.21.(123nun)

写真4 セスジボラ '92.8.29.(175mm)
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写真 5 ギンガメアジ '92821(52mm)

写真 6 クロダイ '92821(50mm)

写真 7 ヒメハゼ '9245(42mm)

写真 9 チチブ '9245(41mm)

写真10 アカオビシマハゼ '9245(40mm)

写真11 アシシロハゼ '9245(45mm)
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写真 8 キセルハゼ '93323(30mm) 写真12 ミミズハゼ '9245(57mm)
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写真13 シロウオ '9237(40mm) 写真15 アイナメ '9232(35mm)

写真14 ハオコゼ '9232(52mm) 写真16 クサフグ '93323(60mm)


